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要　旨
本研究の目的は，ソーシャルスキルトレーニング（Social Skills Training ; 以下SST）が定時制高
校の生徒のソーシャルスキルや学校適応感，自尊感情に及ぼす影響を検討することである．SST
プログラムはガイダンスとまとめの回を含む9セッションで構成され，ターゲットスキルは，1）
挨拶，2）自己紹介，3）上手な聴き方，4）質問する，5）気持ちをわかって働きかける，6）やさしい頼
み方，7）上手な断り方，の7つである．事前，事後，フォローアップにおいて，ソーシャルスキル，
学校適応感，自尊感情の変化を測定した．その結果，教師による他者評定において，「上手な聴き
方」と「気持ちをわかって働きかける」以外の全てのソーシャルスキルが向上した．一方，生徒に
よる自己評定においてはソーシャルスキルに変化は見られなかった．本研究の結果から，生徒の
自己評定を高め，SSTの効果を促進するためには，他者からの十分なフィードバックが重要である
ことが示唆された．
Abstract
The purpose of  this study was to examine the effects of  social skills training（SST）on 
social skills, adjustment to school, and self-esteem among part-time high school 
students. The training program consisted of  nine sessions including guidance and 
summary. The seven target skills were : 1）greeting, 2）self-introducing, 3）listening, 4）
questioning, 5）acting with compassion, 6）asking, 7）refusing. Social skills, self-esteem, 
and adjustment to school were measured at pre-test, post-test, and follow-up. Results 
showed that SST was effective to promote social skills except for “listening” and “acting 
with compassion” in teacher’s evaluation. However, social skills by self-evaluation did 
not show any signiﬁcant change. The results suggested that plenty of  feedback from 
others is important for enhancing self-evaluation and promote the effects of  SST. 
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Ⅰ．問題と目的
ソーシャルスキルトレーニング（Social Skills Train
ing ; 以下，SSTと略す）は学校生活不適応や対人関係
能力向上にむけた支援方法の1つとして積極的に活用
されてきた（e.g. 藤枝・相川，2001； 江村・岡安，2003； 
小林ら，2003； 渡辺・山本，2003； 渡辺・原田；2007, 
足立・佐田久，2015）．相川・佐藤（2006）によると，ソ
ーシャルスキルとは，「対人関係を円滑に運ぶための
知識とそれに裏打ちされた具体的な技術やコツ」を
総称したものである．また，高校生を対象としたSST
の意義は，社会に出る前に，これまでに学んできたソ
ーシャルスキルをさらに向上させる点にある．この
背景として，少子化，地域や家庭の教育力の低下，情
報の社会化等による，子どもたちの社会性の低下が
あることも指摘されている．さらに，青年期の友人関
係は，自尊心が傷つくことを恐れ，深い関わりを回避
して表面的な親密さを求める傾向が強いことが指摘
されている（岡田，2003）．また，青年期は親からの情
緒的独立と関連し，友人との関係が濃密になる一方，
自尊心が低下する時期である．他者との望ましい相
互作用が自尊心を形成することを考えれば，SSTは自
尊心を向上させる効果も期待できる（渡辺ら，2003）．
文部科学省（2018）によれば，2016年度の高等学校
における不登校生徒数は48,565 人（全体の1.5％）で，
中途退学者数は47,249 人（全体の1.4％）である．全日
制高校における不登校者数の割合は1.1％で，中途退
学者数の割合は0.9％である．それに対し，定時制高
校における不登校者数の割合は15.8％で，中途退学
者数の割合は9.5％と多い．定時制高校における不登
校要因として，「学校における人間関係」に課題を抱
えているものが7.7％，中途退学理由には，「学校生
活・学業不適応」が36.2％あげられている．「高等学
校定時制課程・通信制課程のあり方に関する調査研
究」（文部科学省，2012）によると，生徒の3人に1人
は何らかの理由で小学校や中学校から不登校を経験
している．つまり，高等学校の中でも，定時制高校に
おける不登校や中途退学による問題は深刻な状況に
あるといえる．さらに，定時制高校の生徒は，同年代
の青年に比べ，不登校の経験や家庭における問題，
何らかの心理的問題を抱えているものが多い．対人
関係の経験自体が少なく，基本的なソーシャルスキ
ルが身についていないものもみられる．また，卒業
後に就職を希望する生徒が35.7％いる（文部科学省，
2012）．
これまで，定時制高校においてもSSTを用いた実
践研究が行われてきた．小栗（2014）は，効果評価は行
っていないが，中途退学に対する普遍的予防の一環
として，ソーシャルスキルを育む授業を実施し，効果
的なSSTについて考察した．また，定時制高校1年生
に人間関係のトラブルをテーマとし，ワークシートを
用いたSSTによる介入を実施したところ，主張性ス
キルについて，自己評価，他者評価の両方において効
果が認められた（小栗，2015）．さらに，神原ら（2015）
が，定時制高校の生徒に主張性に焦点をあてたSST
介入プログラムを実施したところ，介入前に主張性ス
キルが低かった生徒ほど，介入後に主張性スキルの向
上が認められた．先行研究からも，定時制高校におけ
るSSTを取り入れたプログラムは，ソーシャルスキ
ル向上に一定の効果があることが示されており，中
途退学の予防教育としても取り入れられている．以
上のように，定時制高校の生徒を対象としたSSTの
実施や，その効果を測定する先行研究は増えつつあ
るものの，高校生を対象とした同様の研究（e.g. 小林
ら，2003；原田・渡辺，2011；原田，2014；本田，2016；
小栗，2017）と比較すると，定時制高校の生徒を対象
にした研究は，まだ少ない．
そこで本研究では，定時制高校の生徒を対象に
SSTを実施することにした．本研究の特徴は，キャリ
ア教育の一環としてSSTを取り入れた点にある．実
施校から，キャリア教育を行うにあたり，対人関係の
初歩的なスキルを生徒に身につけさせたいという要
望があり，それに沿ったSSTプログラムを組んだ．ま
た，実施校には不登校経験者が一定数いる．生徒がソ
ーシャルスキルを身につけることは，キャリア教育
にも役立つ上，対人関係スキルの改善や学校不適応
の予防，ひいては卒業後の自立を支援することにも
つながる．その意味で，本実践は教育的，心理的，さ
らに社会福祉的な視点からも有効であると考えられ
る．
本研究で検討したい点は以下の2つである．1つ目
は，SSTによる生徒全体への効果を検討することであ
る．具体的には，ソーシャルスキル，学校適応感，自
尊感情に及ぼす影響を検討する．2つめは，ソーシャ
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ルスキル低群の変化から，不登校や退学のリスクが
高い生徒へのSSTの効果を検討することである．
Ⅱ．方法
１．調査の概要
SST実施における，生徒のソーシャルスキルや学校
適応感，自尊感情の変化を検討するため，調査を行っ
た．SSTは，実施校におけるキャリア教育の一環とし
て，総合的な学習の時間に行われた．高校の授業時間
に合わせ，1セッション40分で9セッション実施した．
２．調査対象者
定時制高校1－4年生，13名（男子：7名，女子：6名）．
平均年齢23.15歳，SD = 13.63．
３．実施時期
SSTの実施は2017年5月から11月にかけての全9
回．質問紙調査は，第1回：2017年5月（実施前），第2
回：11月（実施後），第3回：12月（フォローアップ），の
3回実施した．
４．倫理的配慮
研究の実施と研究成果の発表に際し，吉備国際大
学倫理委員会の承認を得た（受理番号：17-07）．
５．調査内容
（1）ソーシャルスキル尺度
ソーシャルスキルの測定のため，学校生活アンケ
ートの高校生版（佐賀県教育センター，2011）を用い
た．12の基本スキルで構成され（各3項目，「あたたか
い言葉かけ」のみ2項目），全35項目からなる．本研究
では，SSTで実施した内容に沿って，＜基本的なかか
わりスキル＞から「あいさつ」「自己紹介」「上手な聴
き方」「質問する」の4スキル，＜仲間関係発展・共感的
スキル＞から「気持ちを分かって働きかける」の1ス
キル，＜主張行動スキル＞から「やさしい頼み方」「上
手な断り方」の2スキルを選択し，合計7スキル（各3項
目），全21項目を用いた．「よくしている（4点）」～「ほ
とんどしていない（1点）」の4件法で回答を求めた．
ソーシャルスキルの測定は，同じ質問紙を用いて，
他者評定，自己評定の2つを実施した．①他者評定：
高校教師による生徒の評定を他者評定とした．評定
は，生徒1名に対し，授業実施者の高校教師（1名），高
校の各学年の担任，副担任（各1名）の3名が行い，各合
計点の平均値を得点とした．②自己評定：生徒本人に
よる回答を自己評定とした．
（2）学校たのしぃーと
学校生活全般について測定するため，学校たのしぃ
ーとの高校生版（鹿児島県総合教育センター，2013）
を用いた．「友達との関係」「教師との関係」「学習意
欲」「自己肯定感」「心身の状態」「学校集団における適
応感」（各4項目）と「いじめ」（2項目）の7因子，全26項
目からなるが，本研究では学校適応感として「学級集
団における適応感」のみ分析に用いた．項目内容によ
り一部表現が異なるが，「よくある（4点）」～「全くな
い（1点）」などの4件法で回答を求めた．
（3）自尊感情尺度（SE-I）
Janis & Field（1959）の自尊心尺度をもとに，遠藤ら
（1974）が作成したものを，小塩（1998）が大学生用に
修正した．渡辺ら（2003）が，小塩（1998）の尺度を中
学生用に一部修正したものを，本研究では使用した．
尺度は，「他者の評価」「自己の価値観」「社会的場面に
おける不安」「失敗不安」の4因子，全20項目からなる．
「はい（2点）」「いいえ（1点）」の2件法で回答を求めた．
（4）SSTについての生徒の感想（アンケート）
9回目に行われた，まとめの回の最後に，SSTにつ
いての感想をきくため，自由記述式のアンケートに
感想を記入してもらった．
６．ター ゲットスキルの選択
ターゲットスキルの選択は，12のソーシャルスキル
から，生徒のアンケートで上位に挙がったスキル（例
「上手な断り方」「トラブルの解決法を考える」）や，教
師が希望したスキルの中から，授業実施者の高校教
師と筆者が話し合って決めた．選択時に配慮した点
は，対人関係の初歩的なスキルをきちんと身につけ
ていない生徒が多いという教師からの指摘を考慮し，
＜基本的なかかわりスキル＞を中心に取り上げた点
である．
７．SSTの実施内容
SSTの実施計画と各回のテーマと目標をTable 1に
まとめた．授業実施者は，キャリア教育担当の高校
教師1名，授業補助として高校教師2名（1名は養護教
諭），SST全体の指導者および観察者として筆者1名，
TA（ティーチング・アシスタント）として大学院生が
各回5，6名参加した．TAはSSTの中で生徒に関わる
参与的観察者として参加した．
各セッションは，「インストラクション（教示）」「モ
デリング」「リハーサル」「フィードバック」「ホームワ
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ーク（全ての回ではないが，授業後の1週間実施され
た）」の流れで行われた．「インストラクション」では，
その回のセッションで取り上げるスキルの具体例を
提示し，取り上げる内容を生徒にイメージさせた．ま
た，スキル習得によるメリットや，どのような点に気
を付けて練習すればよいかなど，問題意識を持たせ
るようにした．次に，TAによる「モデリング」（スキ
ルの例）が生徒に提示され，各班（1グループ3，4名，4
班）に分かれ，モデリングでみたスキルの良かったポ
イントに注意しながら，「リハーサル」（スキルの練習）
が生徒により行われた．その際，TAは上手く練習で
きない生徒に対し，スキルのポイントをアドバイス
したり，できている生徒には肯定的なフィードバッ
クを与えた．その後，班のメンバーで，練習の感想を
シェアリングし，班の代表がその内容を発表した．最
後に，授業実施者がその回のセッションのまとめを
行い，生徒のよかった点を「フィードバック」し，スキ
ルのポイントを再確認した．また「ホームワーク」と
して，その日から1週間，習ったスキルを日常生活の
中で実践する，生徒への働きかけを行った．
Ⅲ．結果
１．ソー シャルスキルの変化
SSTの実施前，実施後，フォローアップにおける，
生徒全体のソーシャルスキルの変化について検討し
た．また，ソーシャルスキルの変化は，教師による他
者評定，生徒による自己評定，の2点から検討した．
分析には，全てSPSS Statistics 18.0を使用した．
（1）他者評定
教師による評定は，生徒1名に対し，授業実施教師
（1名），学年の担任，副担任（各1名）の3名が行い，各
合計点の平均値を得点とした．対象生徒が13人と少
人数のため，ノンパラメトリック検定（Friedmanの
検定）を行った．多重比較の結果，各下位スキルとス
キル総得点において，以下のような結果がみられた 
（Table 2）．
「ソーシャルスキル総得点」「あいさつ」「やさしい頼
み方」については，多重比較の結果，実施前よりもフ
ォローアップ（p < .05），実施後よりもフォローアッ
プ（p < .05）において，得点が有意に高くなった．ま
た，「自己紹介」「質問する」「上手な断り方」において
も，実施前よりもフォローアップの方が，得点が有意
に高くなった（p < .05）．
Table１　SSTの実施計画および各回のテーマと目標ᅇ ᐇ᪋᪥ ᇶᮏࢫ࢟ࣝ ࢸ࣮࣐ ┠ࠉࠉᶆ᭶᪥ ̿ ࢞࢖ࢲࣥࢫ ࠉࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝ࡟ࡘ࠸࡚⌮ゎࡋ㸪ᤵᴗ࡛⾜࠺ព⩏ࢆ⌮ゎࡍࡿ᭶᪥ ࠶࠸ࡉࡘ ࠉẼᣢࡕࡢࡼ࠸࠶࠸ࡉࡘࡢ௙᪉ࢆ㌟࡟ࡘࡅ㸪Ⰻዲ࡞ே㛫㛵ಀࢆ⠏ࡃ᭶᪥ ⮬ᕫ⤂௓ ࠉ⮬ศ⮬㌟࡟ࡘ࠸࡚⪃࠼㸪㐺ษ࡞⾲⌧᪉ἲ࡛⮬ศࡢࡇ࡜ࢆ௚⪅࡟ࠉఏ࠼ࡿ᭶᪥ ୖᡭ࡞⫈ࡁ᪉ ࠉ㐺ษ࡞⫈ࡁ᪉࡛┦ᡭࡢヰ࡟⪥ࢆഴࡅ㸪ཷࡅṆࡵࡿ᭶᪥ ㉁ၥࡍࡿ ࠉ㐺ษ࡞㉁ၥࡢ௙᪉㸦࠶࠸ࡉࡘ㸪┦ᡭࡢ㒔ྜࡢ☜ㄆ㸪㉁ၥෆᐜࢆࠉ᫂☜࡟ࡍࡿ㸪㡰ᗎ❧࡚࡚㉁ၥ㸪࠾♩㸧࡛㸪᝟ሗࢆᚓࡿ᭶᪥ ௰㛫㛵ಀⓎᒎ࣭ඹឤⓗࢫ࢟ࣝ Ẽᣢࡕࢆࢃ࠿ࡗ࡚ാࡁ࠿ࡅࡿ ࠉ┦ᡭࡢẼᣢࡕࢆㄞࡳྲྀࡾ㸪ඹឤࡋ࡚㸪┦ᡭ࡟㐺ษ࡞⾲⌧᪉ἲ࡛ࠉാࡁ࠿ࡅࡿ᭶᪥ ࡸࡉࡋ࠸㢗ࡳ᪉ ࠉᅔࡗࡓ᫬࡟ㄡ࠿࡟㢗ࡴ㝿㸪㢗ࡴෆᐜࢆ᫂☜࡟ࡋ㸪┦ᡭࡢ㒔ྜࢆࠉ⪃࠼࡚㢗ࡴ᭶᪥ ୖᡭ࡞᩿ࡾ᪉ ࠉ㐺ษ࡞᩿ࡾ᪉㸦⌮⏤ࢆఏ࠼࡚᩿ࡿ㸪௦᱌ࢆᥦ᱌ࡍࡿ㸧࡛㸪ࠉⰋዲ࡛ᑐ➼࡞ே㛫㛵ಀࢆ⥔ᣢࡍࡿ᭶᪥ ̿ ࡲ࡜ࡵ ࠉࡇࢀࡲ࡛ࡢSST࡟ࡘ࠸࡚ࡩࡾ㏉ࡾࠊᏛࢇࡔࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝࠉࢆ௒ᚋࡢ᪥ᖖ⏕ά࡛౑⏝࡛ࡁࡿࡼ࠺ືᶵ࡙ࡅࡿ
Table 1ࠉSSTࡢᐇ᪋ィ⏬࠾ࡼࡧྛᅇࡢࢸ࣮࣐࡜┠ᶆᇶᮏⓗ࡞࠿࠿ࢃࡾࢫ࢟ࣝ୺ᙇ⾜ືࢫ࢟ࣝ
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（2）自己評定
ノンパラメトリック検定（Friedmanの検定）を行
った結果，各下位スキル，またスキル総得点において
も，統計的に有意な差はみられなかった（Table 3）．
２． ソー シャルスキルにおける他者評定と自己評定の相関
（実施前）
実施前のソーシャルスキル各下位尺度得点につい
て，他者評定と自己評定の相関分析（Spearman）を䚷䚷䚷M 䚷䚷䚷SD 䚷䚷䚷M 䚷䚷䚷SD 䚷䚷䚷M 䚷䚷䚷SDࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝࠉ࠶࠸ࡉࡘ 8.33 1.73 8.41 1.81 8.97 1.86 ** pre < FU*post < FU*ࠉ⮬ᕫ⤂௓ 8.41 1.17 9.03 0.90 9.18 1.34 * pre < FU*ࠉୖᡭ࡞⫈ࡁ᪉ 8.97 1.07 9.15 1.01 9.23 1.01 n.s. 䇷ࠉ㉁ၥࡍࡿ 8.38 1.68 8.54 1.07 9.10 1.43 ** pre < FU*ࠉẼᣢࡕࢆࢃ࠿ࡗ࡚ࠉാࡁ࠿ࡅࡿ 7.69 0.87 8.10 1.26 8.13 0.81 n.s. 䇷ࠉࡸࡉࡋ࠸㢗ࡳ᪉ 7.72 0.77 7.56 1.13 8.21 0.66 ** pre < FU*post < FU*ࠉୖᡭ࡞᩿ࡾ᪉ 6.85 1.09 7.67 1.27 7.92 1.01 * pre < FU**ࠉࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝࠉ⥲ᚓⅬ 56.36 6.27 58.46 6.92 60.74 6.18 ** pre < FU**post < FU*
p  < .05*, p  < .01**
䚷䚷䚷๓ 䚷䚷䚷ᚋ 䚷䚷䚷䝣䜷䝻䞊 Friedman᳨ᐃࡢ⤖ᯝ ከ㔜ẚ㍑Table 2䚷䚷SSTᐇ᪋๓࣭ᚋ࣭ࣇ࢛࣮ࣟ࢔ࢵࣉࡢྛᑻᗘᖹᆒ࡜SD࠾ࡼࡧ᳨ᐃ⤖ᯝ㸦௚⪅ホᐃ㸧
 
Table２　SST実施前・後・フォローアップの各尺度平均とSDおよび検定結果（他者評定）
Table３　SST実施前・後・フォローアップの各尺度平均とSDおよび検定結果（自己評定）䚷䚷䚷M 䚷䚷䚷SD 䚷䚷䚷M 䚷䚷䚷SD 䚷䚷䚷M 䚷䚷䚷SDࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝࠉࠉ࠶࠸ࡉࡘ 8.69 1.84 8.77 1.59 9.00 1.35 n.s.ࠉࠉ⮬ᕫ⤂௓ 8.85 1.68 8.38 1.45 8.38 1.76 n.s.ࠉࠉୖᡭ࡞⫈ࡁ᪉ 9.85 1.41 9.62 1.12 9.62 1.71 n.s.ࠉࠉ㉁ၥࡍࡿ 8.77 1.92 8.69 1.65 9.00 2.04 n.s.ࠉࠉẼᣢࡕࢆࢃ࠿ࡗ࡚ࠉࠉാࡁ࠿ࡅࡿ 9.31 1.55 9.23 1.59 9.38 1.04 n.s.ࠉࠉࡸࡉࡋ࠸㢗ࡳ᪉ 8.92 2.78 8.46 1.51 8.38 1.39 n.s.ࠉࠉୖᡭ࡞᩿ࡾ᪉ 9.54 1.27 9.31 1.55 9.31 1.44 n.s.ࠉࠉࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝࠉࠉ⥲ᚓⅬ 55.15 7.27 53.77 6.10 54.08 5.22 n.s.Ꮫᰯࡓࡢࡋ࠷࣮࡜ࠉࠉᏛ⣭㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿࠉࠉ㐺ᛂឤ 12.23 2.09 12.85 1.46 12.85 1.95 n.s.⮬ᑛឤ᝟㸦⥲ᚓⅬ㸧 8.38 4.56 9.00 3.94 8.46 4.35 n.s.
Friedman᳨ᐃ䛾⤖ᯝ䚷䚷䚷๓ 䚷䚷䚷ᚋ 䚷䚷䚷䝣䜷䝻䞊Table 3ࠉࠉSSTᐇ᪋๓࣭ᚋ࣭ࣇ࢛࣮ࣟ࢔ࢵࣉࡢྛᑻᗘᖹᆒ࡜SD࠾ࡼࡧ᳨ᐃ⤖ᯝ㸦⮬ᕫホᐃ㸧
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行った（Table 4）．分析には，SPSS Statistics 18.0を
使用した．その結果，「あいさつ」について，他者評定
と自己評定の間に中程度の相関がみられた（r = .65, 
p < .05）．また，自己評定の「あいさつ」と他者評定の
「ソーシャルスキル総得点」との間にも中程度の相関
がみられた（r = .57, p < .05）．さらに，「質問する」に
ついて，他者評定と自己評定の間に中程度の相関が
みられた（r = .63, p < .05）．それ以外の下位尺度間
に，有意な相関はみられなかった．
３．学校適応感と自尊感情の変化
学校適応感についても同様に，SSTの実施前，実
施後，フォローアップにおける変化についてノンパ
ラメトリック検定（Friedmanの検定）を行った．その
結果，「学校たのしぃーと」の下位因子である「学級
集団における適応感」について，統計的に有意な差
はみられなかった（Table 3）．自尊感情についても，
SSTの実施前，実施後，フォローアップにおける変化
について，ノンパラメトリック検定（Friedmanの検
定）を行ったが，統計的に有意な差はみられなかった 
（Table 3）．
４．ソー シャルスキル低群における変化
実施前のソーシャルスキル総得点を平均－1SDで
ソーシャルスキル低群とし，低群とそれ以外の群に
分けた．SSTの実施前，実施後，フォローアップにお
Table４　ソーシャルスキルの自己評定・他者評定の相関（SST実施前）
Table５　スキル低群・その他の群におけるSST前・後・フォローの各尺度平均とSDおよび検定結果（自己評価）
ࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝ㸦௚⪅ホᐃ㸧ࠉ࠶࠸ࡉࡘ .65* .22 䇶 .48 .11 䇶 .23 .38 .22 .28ࠉ⮬ᕫ⤂௓ .42 .23 䇶 .34 .18 䇶 .09 .47 .47 .34ࠉୖᡭ࡞⫈ࡁ᪉ .09 .03 䇶 .16 䇶 .12 䇶 .20 䇶 .26 䇶 .14 䇶 .15ࠉ㉁ၥࡍࡿ .40 .11 䇶 .33 .63* .12 .25 䇶 .14 .19ࠉẼᣢࡕࢆࢃ࠿ࡗ࡚ࠉാࡁ࠿ࡅࡿ .21 .36 .05 .29 .09 .31 .29 .34ࠉࡸࡉࡋ࠸㢗ࡳ᪉ .54 .02 䇶 .45 .27 䇶 .20 .31 䇶 .08 .15ࠉୖᡭ࡞᩿ࡾ᪉ .08 䇶 .21 䇶 .42 .29 䇶 .05 .15 䇶 .09 䇶 .05ࠉࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝࠉ⥲ᚓⅬ .57* .24 䇶 .40 .25 䇶 .12 .29 .10 .23
ୖᡭ࡞᩿ࡾ᪉ ࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝ⥲ᚓⅬ
p  < .05*
Table 4䚷䚷ࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝࡢ⮬ᕫホᐃ࣭௚⪅ホᐃࡢ┦㛵㸦SSTᐇ᪋๓㸧ࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝ㸦⮬ᕫホᐃ㸧࠶࠸ࡉࡘ ⮬ᕫ⤂௓ ୖᡭ࡞⫈ࡁ᪉ ㉁ၥࡍࡿ Ẽᣢࡕࢆࢃ࠿ࡗ࡚ാࡁ࠿ࡅࡿ ࡸࡉࡋ࠸㢗ࡳ᪉
 䚷䚷M 䚷䚷SD 䚷䚷M 䚷䚷SD 䚷䚷M 䚷䚷SDࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝ㸦⥲ᚓⅬ㸧ࠉࠉࢫ࢟ࣝప⩌㸦N  = 3㸧 45.67 2.31 50.33 5.86 51.33 6.11ࠉࠉࡑࡢ௚ࡢ⩌㸦N  = 10㸧 58.00 5.50 54.80 6.07 54.90 4.98Ꮫ⣭㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿ㐺ᛂឤࠉࠉࢫ࢟ࣝప⩌㸦N  = 3㸧 12.33 0.58 14.33 2.08 14.00 3.46ࠉࠉ ࡑࡢ௚ࡢ⩌㸦N  = 10㸧 12.00 2.39 12.40 0.97 12.50 1.35⮬ᑛឤ᝟㸦⥲ᚓⅬ㸧ࠉࠉࢫ࢟ࣝప⩌㸦N  = 3㸧 7.67 1.16 8.00 1.73 7.00 6.25ࠉࠉࡑࡢ௚ࡢ⩌㸦N  = 10㸧 8.60 5.21 9.30 4.42 8.90 3.96 n.s.n.s.n.s.n.s.n.s.n.s.
䚷䚷䚷䝣䜷䝻䞊䚷๓ 䚷ᚋTable 5ࠉࢫ࢟ࣝప⩌࣭ࡑࡢ௚ࡢ⩌࡟࠾ࡅࡿSST๓࣭ᚋ࣭ࣇ࢛࣮ࣟࡢྛᑻᗘᖹᆒ࡜SD࠾ࡼࡧ᳨ᐃ⤖ᯝ㸦⮬ᕫホ౯㸧Friedman᳨ᐃ䛾⤖ᯝ
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ける，「ソーシャルスキル総得点」「学級集団における
適応感」「自尊感情」の得点の変化をノンパラメトリ
ック検定（Friedmanの検定）によりみたところ，有意
な差はみられなかった（Table 5）．
しかし，低群において実施前から実施後およびフォ
ローアップの間に，得点が上昇した因子がみられた
ため，低群3名の得点の変化を調べてみた（Table 6）．
その結果，低群のうちA，Bの2名において，実施前
からフォローアップにかけ，「ソーシャルスキル総得
点」と「学校における適応感」の得点が上昇していた．
Aについては自尊感情も上がっていたが，Bについて
は自尊感情に低下がみられた．一方，Cについては全
ての得点に低下がみられた．
５．SSTについての生徒全体の感想
SST最終回に行った，まとめの回のアンケート（自
由記述）を内容から6カテゴリーに分類し，回答率（複
数回答あり）を求めた（Table 7）．分類にはKJ法（川喜
田，1967）を用いた．上位から順に，「役に立つ授業だ
った」「スキルを日常生活に取り入れたい」「スキルを
日常生活に取り入れている」「フィードバックが嬉し
かった」など，肯定的な意見が多くあげられた．
量的な分析からは，自己評定によるSST介入の効
果はみられなかったが（Table 3），自由記述の内容か
らは，プログラムを受けた実感について，SSTの有効
性を感じさせる記述が多くみられた．一方，「フィー
ドバックが嬉しかった」と答えた生徒は約3割にとど
まった．しかし，アンケートはまとめの回に1回取っ
たのみであり，文章表現スキルが乏しい生徒もいる
中，表面的な紋切型のコメントであった可能性もあ
る．分析する際には記述の文脈に注意し，かつ該当
生徒の学校生活の状況を考慮する必要がある．なお，
ソーシャルスキル低群に分類される生徒については，
Ⅳ．考察2において詳しく分析する．
Table６　ソーシャルスキル低群のSST実施前・後・フォローにおける各尺度平均
Table７　まとめの回のアンケートの内容および回答率
A B C ᖹᆒ๓ 47 43 47 45.67ᚋ 57 48 46 50.33ࣇ࢛࣮ࣟ 58 50 46 51.33๓ 13 12 12 12.33ᚋ 15 16 12 14.33ࣇ࢛࣮ࣟ 16 16 10 14.00๓ 7 7 9 7.67ᚋ 10 7 7 8.00ࣇ࢛࣮ࣟ 13 2 6 7.00Table 6ࠉࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝప⩌ࡢSSTᐇ᪋๓࣭ᚋ࣭ࣇ࢛࣮ࣟ࢔ࢵࣉ࡟࠾ࡅࡿྛᑻᗘᖹᆒࢯ࣮ࢩࣕࣝࢫ࢟ࣝ㸦⥲ᚓⅬ㸧Ꮫ⣭㞟ᅋ࡟࠾ࡅࡿ㐺ᛂឤ⮬ᑛឤ᝟㸦⥲ᚓⅬ㸧  ⮬⏤グ㏙ ேᩘ ᅇ⟅⋡(%)ᙺ࡟❧ࡘᤵᴗࡔࡗࡓ 8 61.54ࢫ࢟ࣝࢆ᪥ᖖ⏕ά࡟ྲྀࡾධࢀࡓ࠸ 6 46.15ࢫ࢟ࣝࢆ᪥ᖖ⏕ά࡟ྲྀࡾධࢀ࡚࠸ࡿ 6 46.15
TAࡸᩍᖌ࠿ࡽࡢࣇ࢕࣮ࢻࣂࢵࢡࡀᎰࡋ࠿ࡗࡓ 4 30.77௚ࡢேࡢពぢࡀ⫈ࡅ࡚Ⰻ࠿ࡗࡓ 2 15.38ࢫ࢟ࣝࢆ▱ࡿࡔࡅ࡛⤊ࢃࡗ࡚ࡋࡲࡗࡓ 1  7.69ͤ」ᩘᅇ⟅࠶ࡾTable 7ࠉࡲ࡜ࡵࡢᅇࡢ࢔ࣥࢣ࣮ࢺࡢෆᐜ࠾ࡼࡧᅇ⟅⋡  
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Ⅳ．考察
１．生徒全体に対するSSTの介入効果
まず，生徒全体に対するSSTの介入効果を，実施
前，実施後，フォローアップにおける，ソーシャルス
キルの変化から分析する．
高校教師による他者評定では，実施前よりフォロ
ーアップ，実施後よりフォローアップ，もしくは両方
において，「上手な聴き方」「気持ちをわかって働きか
ける」以外のすべてのソーシャルスキル得点が上昇
した．相川（2005）は，ソーシャルスキルは行為を受け
取る側からみての効果性，適切性が重要であり，それ
を踏まえた妥当性の高さを検証することが重要であ
ると述べている．本研究では，行為を受け取る側であ
る教師による他者評定が上昇しており，生徒全体に
妥当性の高いSSTの介入効果がみられたことがデー
タにより示された．
一方，生徒による自己評定では，実施前，実施後，
フォローアップにおける，ソーシャルスキルの変化
はみられなかった．個別に得点をみたところ，点数が
低下した生徒のほとんどは，実施前のソーシャルス
キル得点が平均値を大きく上回っており，その後，得
点が平均値近くに下がっていた．相川（2007）は，自己
評定式質問紙における反応歪曲の可能性として，回
答者が「社会的望ましさ」と「実際の実行の程度では
なく実行できる自信度」という認識にもとづいて回
答することを指摘している．本研究においても，実施
前高得点者には，反応歪曲が生じた可能性が考えら
れる．他方，実施後に得点が上昇した生徒は，実施前
の得点が平均値を下回っているものが多かった．渡
辺ら（2007）は，認知を修正し，対人面での成功体験を
得ることが自己内省を促し，さらなるスキル獲得の
意欲につながると指摘している．得点が上昇した生
徒は，生徒同士の相互作用やTAのフィードバックに
より自己内省が促された結果，自身のスキルに対す
る肯定的な認知の修正が起こったのではないかと考
えられる．
また，生徒の自己評定と教師による他者評定が一
致しないという結果は，藤枝（1999）や藤枝ら（2001）
でも確認されている．さらに，教師が生徒のソーシャ
ルスキルの肯定的変化に気づく一方で，生徒自身は
自覚しない場合もある．まとめの回の自由記述から
も，フィードバックを実感した生徒は約3割にとどま
った．このような「ずれ」を防ぐには，教師は生徒の
ソーシャルスキルの変化について十分にフィード
バックを与え，獲得したスキルに対する自信を高め
てやる必要がある（藤枝ら，2001）．とくに，自己評
定と他者評定との不一致が大きいものに対しては，
自己のソーシャルスキルを適切に認知できるよう働
きかけることが必要である．
一方，Ⅲ．結果で検証したとおり，「あいさつ」と「質
問する」の各スキルにおいては，SST実施前より他者
評定と自己評定の間に中程度の有意な相関がみられ
た．また，自己評定の「あいさつ」と他者評定の「ソー
シャルスキル総得点」においても，中程度の有意な相
関がみられた．教師によると，「あいさつ」と「質問す
る」の各スキルについては，日頃から職員室のドアに
見本の文言が掲示され，教師と生徒の間で指導がな
されていた．つまり，スキルの内容が具体的で，可視
化しやすく，他者評定と自己評定には「ずれ」が生じ
にくかったと考えられる．また，「あいさつ」や「質問
する」は，基本的なかかわりスキルであり，比較的取
り入れやすいものである．日常的にスキルを試す機
会も多く，すでにある程度のスキルは達成されてい
たと考えられる．
他方，「気持ちを分かって働きかける」「やさしい頼
み方」「上手な断り方」などは，使用する相手や場面に
よって内容が変化しやすく，手順も複雑な応用スキ
ルである．そのため，スキルの内容が抽象的で可視化
しづらく，習得するには時間もかかる．また，「やさし
い頼み方」については，生徒から，「普段，このような
スキルを使う状況になったことがない」との声も聞
かれた．スキルの定着化には，さまざまな場面でスキ
ルの使用を促す教示を与えたり，スキルの実行が強
化されるような随伴性を設定することが考えられる
（大対，2007）．しかし，本人の生活の中でニーズの低
いスキルであれば，使用頻度が少なく，ほめられ体験
などの，スキルを増加させる要因も得られない．その
ため，スキルは定着せず，自己評価の向上につながら
なかったのではないかと考えられる．
また，本研究においては，学校適応感や自尊感情へ
の介入効果もみられなかった．ソーシャルスキルが
向上することで教師や友人との関係が円滑になり，自
尊感情や学校適応感にも良い影響を及ぼすと予測し
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たが，本研究においてはスキルの自己評定は上昇し
なかった．そのため，学校適応感，自尊感情の向上に
もつながらなかったと推測される．
２．ソー シャルスキル低群への効果
量的分析では有意な結果は示されなかったが，個
別に得点をみると，ソーシャルスキル低群3名のうち，
A，Bの2名において，「ソーシャルスキル総得点」と
「学級集団における適応感」の得点が上昇した．また，
「自尊感情」についてはAのみが上昇した．ここから
は，SST中のTAの観察記録，生徒のアンケート内容
を中心に考察する．
Aは最初，グループ内での発言が少なく，話をきく
際も相手を見ずに頷いていた．しかし，班全体が協力
しあいながら話しを進める様子がみられる中，中盤
以降は話をきく際に相手を見て頷いたり，自分から
意見を述べるなど，スキルを用いたコミュニケーシ
ョンが取れるようになった．TAは，スキル向上やそ
の努力に対して，肯定的なフィードバックを与える
ように心がけた．ふり返りのアンケートでは「いろ
いろなことを学べて，よい経験になった」と述べてい
る．SSTを通じて，円滑な対人交流の中でスキルの向
上を実感できたため，自尊感情を含む，全ての得点が
上がったのではないかと推測される．
またBについては，当初，グループ内で自分から発
言することが少なく，自分の考えを書いたり，主張す
ることがなかなかできなかった．しかし，班全体が協
力し合って話し合う様子がみられる中，BもTAの補
助により自分の意見をまとめたり，進行役の他の生
徒に促されながら発言ができるようになっていった．
中盤以降では，時に話の進行役になるなど，積極的に
発言する様子がみられるようになった．TAは，スキ
ル向上やその努力に対して，肯定的なフィードバッ
クを与えるように心がけた．ふり返りのアンケート
でも「普段の生活で役立つことが多く，とてもために
なる授業だった．習ったことを学校生活に取り入れ
ている」と述べている．SSTを通じて，スキルの向上
を実感できたため，ソーシャルスキルや学校適応感
の得点が上がったのではないかと推測される．一方，
自尊感情が低下した理由として，SST実施教師から，
転入生が入り，クラスの雰囲気や人間関係が変化し
たことにより，自信をなくす様子がみられたとの報
告があった．SSTとは別の要因が自尊感情の低下に
影響した可能性もある．
最後に，全ての得点が低下したCについては，SST
全体を通じて，真面目に取り組む様子はみられたもの
の，発言自体が少なく，仲間の発言に頷くなどの反応
も少なかった．TAは，Aに対して肯定的な声掛けを
心がけたが，スキル向上にはつながらなかった．SST
実施教師からは，進路選択やそれにともなう心身の
不調があるとの報告があり，それらの要因が全ての
得点の低下に影響した可能性も考えられる．
以上のように，スキル低群については個人差が大
きく，介入効果を一括りに述べることはできない．し
かし，TAが個々の特徴に応じた補助を行い，上手く
できた部分や積極的に取り組めた部分に対して，肯
定的なフィードバックを与えることで，スキル向上
や学校適応感が改善する可能性が示された．神原ら
（2015）は，定時制高校のクラス単位のSSTでは，ソー
シャルスキルの低い生徒に合わせた授業づくりが，不
適応のリスク低減に効果的であるとしている．本研
究の結果からも，スキル低群に対しては，定式化した
介入ではなく，生徒に合わせた個別性のある介入が
効果的であることが明らかになった．筆者やTAの観
察内容に加え，教師から学校生活の状況をきくこと
で，数量的データからのみでは得られない，今後の実
践に役立つ貴重な資料が得られたといえる．
Ⅴ．まとめ
本研究の目的は，（1）SSTを実施することで，生徒
全体にソーシャルスキルや自尊心，学校適応感への
効果がみられるか，（2）ソーシャルスキル低群の生徒
にSSTの効果がみられるか，について検討すること
であった．先行研究をふまえて行った今回の調査及
び分析の結果から，以下の点が明らかになった．
（1）生徒全体へのSSTの効果は，ソーシャルスキル
についての他者評定が上昇しており，妥当性の高い
介入効果が示されたといえる．一方，自己評定におい
ては介入効果がみられなかった．学校適応感や自尊
感情については，自己評定，他者評定ともに効果がみ
られなかった．
（2）ソーシャルスキル低群に対するSSTの効果は，
データ数による限界もあり，量的な分析では介入効
果が示されなかった．一方，低群の各データの変化を
みると，個別性のある介入や肯定的なフィードバッ
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クを行うことで，ソーシャルスキルや学校適応感が
改善する可能性が示された．SST中の観察内容や生
徒のアンケートからも，SSTの有効性を確認できる
内容がみられた．
Ⅵ．今後の課題
本研究における今後の課題や限界についても述べ
たい．まず1つめは，生徒へのフィードバックの徹底
とその工夫である．本研究では授業時間が40分と短
く，各回のSSTではフィードバックが十分に行えな
かった．今後は，次回のSSTで前回のフィードバック
の概要を生徒に渡すなど，フィードバックの徹底を
意識することが重要である．またSST実施後に，教師
と生徒の間で往還的なフィードバックを行うことが，
生徒自身のスキル向上，学校適応感，自尊感情の改善
の実感につながるのではないだろうか．
2つめに，SSTを実施した教師とそれ以外の教師間
において，SSTの情報共有を行い，生徒に対する認識
の差をできるだけ少なくすることである．実施後に，
SSTに参加していない教師から，普段の生徒指導担
当教師との連携を高めるためにも，SSTにおける生
徒の情報をもっと共有したかった，という意見が聞
かれた．筆者やSST実施教師が他の教師ともSSTの
情報共有を行うことで，日々の生徒指導とSSTの学
習内容が地続きとなり，SSTの効果もより高まると
考えられる．
3つめに，生徒のニーズにあったプログラム内容を
提供することである．今回，生徒から，普段の生活状
況にない設定が一部あったとの指摘があった．生徒
の生活状況に沿った内容を提供することは，スキルの
使用機会を増やし，その後のスキル定着につながって
いくと考えられる．授業の目的とも照らし合わせつ
つ，事前のアンケートなどで生徒の意見を聞き，内容
を検討する必要がある．
最後に，本研究においてSSTを実施した対象は13
名であり，データは限定的である．限定的なデータか
ら有意差を抽出するため，SPSSを用いて精緻な分析
を行い，SSTの効果を比較検討した．今後，調査対象
者の母数を増やすことで，さらに分析の精度を高め，
定時制高校における効果的なSST実施に資する研究
を継続していきたい．
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